
[②0②⑤ 年 度 | 第 ③⑥ 回 
京 都 大 学 防 災 研 究 所 ・ 徳 島 大 学 環 境 防 災 研 究 セ ン タ ー 公 開 講 座 

①③:00 
⑳②⑤* 7 月 B ~16:55 

あ わ ぎ ん ホ ー ル ④F 大 会 議 室 
( 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 ) 
T770-0835 徳 島 市 藍 場 町 ②-①④ 
JR 徳 島 駅 か ら 徒 歩 約 ⑧ 分 

S 謀 ② フ oom ミ ー テ ィ ン グ 形 式 

[ 医 謙 料 ] 無 料 ( 事 前 に 受 講 申 込 み が 必 要 で ず 
[ 定 口 会 執 ⑮0 も ノ オ ン ラ イ ン ③00 も の ハ イ ブ リ ッ ド ( い ず れ も 先 着 鵬 
国 劉 一 般 ・ 実 務 者 ・ 大 学 生 ・ 高 校 生 

[ 略 時 ] 京 都 大 学 防 災 研 究 所 公 開 講 座 事 務 局 
〒⑥①①-00①① 京 都 府 宇 治 市 ケ 庄 
京 部 大 学 宇 治 地 区 事 務 部 研 究 協 力 課 拠 点 支 援 掛 
メ ー ル kkokai0⑦@dprikyoto-uacjp 
イ バ ン ト ペ ー ジ ル https/wwwdprikyotouacjp/news/②③③①①/ 

受 講 申 込 み は こ ち ら か ら 唇 

藝 本 調 庸 は 土 木 学 会 認 宇 CPD プ ロ グ ラ ム で す 

⑫③0 開 場 ・ 受 付 阻 

1300 開 会 の 挨 拶 堀 星 晴 mgASWiMgWo 医 

B 景 彩 mmA\mmBMtmxb シ ッ - 長 

⑲①⑤ ジ オ パ ー ク と し て の 四 国 山 地 の 地 す べ り 
⑤ ス iA#0 の M 朱 所 団 本 MM セ ン ク ー 

山 談 新 太 郡 是島地すべ竈観詩f 縄 曽 ノ 

①③④⑤ 地 震 と 豪 雨 に よ る 複 合 的 な 水 害 ・ 土 砂 災 害 
竹 林 洋 史 ⑤ 狂 拐 MtWZ0 気 助 志 d 宋 セ ン ク ー 淡 

⑭①⑤ そ れ で も 港 ら な い 土 砂 災 害 、 今 後 は ? 
B 景 彩 。 電 ⑧ 拐 m 呂 究 セ ン タ ー 阿 M 所 暁 あ 

⑭②⑤ 余 進 

⑮00 日 本 列 島 周 辺 の 沈 み 込 み 帯 で 発 生 す る ス ロ ー 地 震 
西 川 友 音 ⑤Wg\DM 迫 東 所 珪 MMWi 所 セ ン タ ー 凌 R 

⑮③0 南 測 ト ラ フ 巨 大 地 震 へ 0 新 し い 備 え mmiMi 郡 曽 ラ ッ ト ォ ー ム OPー 

上 月 康 則 mm\miPAg 究 セ ン ク ー 口 R 智 

⑭00 侭 愚 

⑯①0 質 疑 ( 質 問 は 会 執 受 識 者 の ) 

16:50 閉 会 の 挨 拶 矢 守 克 也 migA\IMig 所 剰 祭 

⑭⑤⑤ 終 了 

(〈〈 ロ 内 ⑭ 品 京 都 大 学 防 災 研 究 所 ~T 徳島大子 環 境 防 災 研 究 セ ン タ ー B 
bumkrl Disaster Prevention Research Institute, Kyoto University ) Research Center for Management of Disaster and Environment, Tokushima 
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徳 島 の 災 害 リ ス ク と 備 
京 都 大 学 防 災 研 究 所 と 徳 島 大 学 環 境 防 災 研 究 セ ン タ ー の 研 究 者 が 、 地 震 災 害 や 豪 雨 ・ 土 砂 災 害 、 さ ら に は 
そ れ ら が 重 な る 複 合 炎 害 の 現 状 や メ カ ニ ズ ム に つ い て 解 説 し ま す 。 徳 島 の 焉 害 リ ス フ に つ い て 学 び 、 災 害 へ の 
備 え を 考 え る 機 会 に し ま せ ん か ? 

ジ オ パ ー ク と し て の 四 国 山 地 の 地 す べ り 
山 談 新 太 郎 四 国 山 地 で は 古 く か ら 地 す べ り 地 の 上 に 人 々 が 生 活 し 、 そ し て 豊 か な 

歴 史 と 文 化 が 花 閲 い て き ま し た 。 三 好 市 と 東 み よ し 町 に ⑳②④ 年 に 誕 
京 都 大 学 防 焉 研 究 所 生 し た 三 好 ジ オ パ ー ク は そ う し た 地 す べ り が 関 係 す る 景 観 や 文 化 が 重 
斜 面 未 災 学 研 究 セ ン タ ー 要 な 槌 成 資 産 で す 。 地 す べ り の 災 害 と し て の 側 面 の 他 に 、 学 び * 楽 し む 
後 島 地 す べ り 観 測 所 准 教 授 ジ オ パ ー ク と し て の 価 値 を 説 明 し ま す 。 

aa = ー 、 く ⑭ 地 震 と 豪 雨 に よ る 複 合 的 な 水 害 ・ 土 砂 災 害 
Mk 洋 史 ⑳②④ 年 に 能 登 半 島 で 発 生 し た 地 震 と 豪 雨 に よ る 複 台 炎 害 な ど を 例 
闇 陳 闇 に 示 し 、 地 震 に よ っ て 発 生 し た 様 々 な 現 象 が 豪 雨 に よ る 水 害 ・ 土 砂 
口 都 大 学 防 大 研 究 所 % 寝 の リ ス ク を 高 く す る メ カ ー ズ ム を 紹 介 し ま す 。 
気 候 変 動 適 応 研 究 セ ン タ ー 准 教 接 

そ れ で も 港 ら な い 土 砂 災 害 、 今 後 は ? 
by シ 土 砂 災 害 防 止 法 の 施 行 か ら ⑳ 年 余 り た っ て も 、 犠 粒 者 数 の 滅 少 価 向 

時 景 彩 は 見 ら れ ま せ ん 。 昨 年 ⑦ 月 の 松 山 市 基 山 土 砂 災 害 調 査 や 徳 島 県 内 過 
徳 島 大 学 環 境 防 災 研 究 セ ン タ ー 去 の 災 害 事 例 等 か ら 今 後 の 防 災 対 策 を 考 察 し ま す 。 社 会 変 化 等 に 伴 
防 焉 研 究 部 門 教 接 う 新 た な 土 砂 炎 害 リ ス フ と 備 え に つ い て も 参 加 者 の 皆 様 と 考 え ま す 。 

日 本 列 島 周 辺 の 沈 み 込 み 帯 で 発 生 す る ス ロ ー 地 震 
Evoo ceee_ 日 本 列 島 周 辺 の プ レ ー ト 沈 み 込 み 帯 で は 、 ス ロ ー 地 震 と 呼 ば れ る 
西 川 友 章 ゆ っ く り と し た 断 履 滑 り 現 象 が 頻 繁 に 発 生 し て い ま す 。 本 講 演 で は 、 
京 都 大 学 防 災 研 究 所 南 誌 ト ラ フ と 日 本 海 溝 に 注 目 し 、 こ れ ら の 地 域 で 見 ら れ る ス ロ ー 地 
地 震 炎 害 研 究 セ ン タ ー 凌 敗 授 震 の 特 徴 や 、 巨 大 地 震 と の 関 係 に つ い て 紹 介 し ま す 。 

南 海 ト ラ フ 巨 大 地 霞 へ の 新 し い 備 え ー 後 嵌 被 災 者 支 援 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム (TPDー 
上 月 康 則 私 た ち は 、 災 害 時 に 支 援 の [ 遅 れ | 不 足 | ` 偏 り 」 を な く す た め の 、 

新 し い 仕 組 み (TPF) を 立 ち 上 げ ま し た 。 こ の TPF の 役 割 を 紹 介 し 、 
徳 島 大 学 環 境 防 災 研 究 セ ン タ ー 県 民 の 皆 さ ん と ど の よ う な つ な が り が も て る の か を 一 緒 に 考 え て 

| 月 体 森 管 送 研 究 郊 門 教 採 み た い と 思 い ま す 。 

に - 拳 : お : か ず > 閻 | 現 地 ( 徳 島 ) 会 場 & オ ン ラ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 開 催 

イ ベ ン ト ペ ー ジ (https://www.dprikyoto-u.ac.jp/news/23311/ 右 下 の 受 謝 申 込 み 次 元 コ ー ド ) か ら 受 講 登 録 を 

お 願 い し ま す 。 ( 先 着 順 ) 申 込 み の 際 に 受 講 形 式 〈 会 場 / オ ン ラ イ ン )》 を ご 選 択 く だ さ い 。 

申 し 込 み 期 限 月 日 内 巡 ド に 

圓 ・ 謄 義 貴 料 を イ ベン ト ペ ー ジ に 授 載 し ま す ⑨ 月 初 の を 予 定 ) 。 会 場 取 誌 和 の 方 は 必 要 に 惟 じ て プ リ ン ト ア ウ ト し て ご 持 参 く だ さ い 。 
` 受 講 者 へ の ご 連 絶 事 項 ( 開 催 丁 な ど ) が あ る 場 合 は イ ベン ト ペ ー ジ に 授 載 し ま す 。 
` 本 公 開 譚 座 の 過 去 の 調 演 映 像 を ( 亨 都 大 学 防 災 研 究 所 YouTube チ ャ ン ネ ル | か ら ご 覧 に な れ ま す 。


